
ＴＰＰみんなでもう一度考えてみませんか。
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ＪＡ秋田ふるさとの生産部会に迫る！
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こ
の
風
景
を
守
り
た
い
か
ら
。

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」み
ん
な
で
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
最
近
よ
く
耳
に
す
る
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
」
。

「
賛
成
」
と
い
う
声
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
中
身
に
つ
い
て
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
農
業
団
体
な
ど
、
一
部
の
ひ
と
だ
け
が
反
対
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」
と
い
う
あ
な
た
。

実
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
あ
な
た
の
生
活
に
も
影
響
す
る
問
題
で
す
。

そ
う
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
「
例
外
な
き
関
税
撤
廃
」
に
よ
り
、
農
林
水
産
業
や
地
域
社
会
・
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、

食
の
安
全
、
医
療
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
な
ど
、
国
民
生
活
に
直
結
す
る
重
大
な
問
題
を
含
む
協
定
な
の
で
す
。

左
記
の
あ
る
調
査
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
参
加
に
つ
い
て
「
支
持
す
る
」
と
答
え
た
人
は
６
割
以
上
に
上
り
ま
し
た
が
、

国
民
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
「
不
充
分
」
と
答
え
た
人
は
８
割
に
上
っ
て
い
ま
す
。

中
身
が
分
か
ら
な
い
の
に
、
私
た
ち
は
何
を
も
と
に
評
価
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

賛
成
も
、
反
対
も
、
ま
ず
は
十
分
に
中
身
を
知
る
こ
と
が
前
提
の
は
ず
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
ほ
ん
と
う
の
と
こ
ろ
、
わ
た
し
た
ち
は
も
う
一
度
、
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

 

ＴＰＰ参加表明への評価
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朝日・毎日・日経・産経各紙　世論調査の平均

出典：2013年3月16～17日

産経新聞　世論調査

ＴＰＰ参加のメリット・
デメリットについて
政府は国民に十分に

情報提供をしていると思うか

  

横手市赤坂城野岡付近から平鹿総合病院を臨む田園風景

http://www.think-tpp.jp/

ＴＰＰから日本の食と
暮らし・いのちを守る
ネットワーク

考えてみよう！TPPのこと
考えてみよう　TPP 検 索

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
は―

―

？

　
太
平
洋
を
囲
む
国
々
の
間
で
「
関
税
の
撤
廃
」
と
「
各

国
の
様
々
な
ル
ー
ル
や
し
く
み
の
統
一
」
を
行
う
、
包
括

的
経
済
連
携
協
定
で
す
。
ア
メ
リ
カ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ブ
ル
ネ
イ
、
チ
リ
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
ペ
ル
ー
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
メ
キ
シ
コ
、

カ
ナ
ダ
の
11
ヶ
国
が
交
渉
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
は
、
先
般
マ
レ
ー
シ
ア
で
開
か
れ
た
第
18
回
交
渉

会
合
（
７
月
15
〜
25
日
）
に
７
月
23
日
か
ら
初
参
加
。
交

渉
参
加
国
が
10
月
合
意
の
目
標
の
実
現
を
目
指
す
中
、
次

回
会
合
（
８
月
22
〜
30
日
）
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い

る
状
況
で
す
。

　
物
品
の
輸
出
入
に
か
か
る
関
税
が
撤
廃
さ
れ
る
と
と
も

に
、
サ
ー
ビ
ス
、
食
品
の
安
全
性
、
投
資
な
ど
に
関
す
る

ル
ー
ル
や
し
く
み
が
統
一
さ
れ
、
貿
易
が
活
性
化
す
る
こ

と
は
、
一
見
良
い
こ
と
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
実
は
大

き
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
の
で
す
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
り
、
関
税
撤
廃
で
農
業
が
大
き
な
影
響
を

受
け
る
だ
け
で
な
く
、
食
品
安
全
基
準
の
緩
和
や
医
療
の

質
の
低
下
、
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
の
規
制
の
変
更
が

迫
ら
れ
る
な
ど
、
私
た
ち
の
食
と
暮
ら
し
・
い
の
ち
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

日
本
が
こ
れ
ま
で
に
結
ん
で
き
た

自
由
貿
易
協
定
と
は
明
ら
か
に
異
質
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ

　
日
本
が
こ
れ
ま
で
結
ん
で
き
た
自
由
貿
易
協
定
で
は
、

話
し
合
い
に
よ
っ
て
、
貿
易
自
由
化
に
よ
り
影
響
を
受
け

る
一
部
の
重
要
な
品
目
に
つ
い
て
、
自
由
化
の
対
象
か
ら

除
外
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
原
則
と
し
て
一
切
の
例
外
を
認
め
な

い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の
自
由
化
や
、

国
内
制
度
の
規
制
緩
和
・
撤
廃
な
ど
、
広
範
な
分
野
が
交

渉
対
象
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
国

や
社
会
の
し
く
み
、
基
準
な
ど
が
一
変
し
、
国
民
全
体
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

食
安全な食べ物を

口にできなくなる日が！？

私たちが安全な食べ物を口にできるのは、国民の安全を考えた厳
格な基準に基づいて、きちんと食品の安全性が管理されているか
らです。例えば遺伝子組み換え食品も、はっきり表示されていて、
選んで買うことができますよね。しかし、もしＴＰＰに参加してしまっ
たら、表示義務が撤廃され、選ぶことすらできなくなるかもしれま
せん。食品に関する日本の安全基準が、海外に合わせて緩和・
撤廃させられる心配があるのです。

農
三度の食事がある毎日が

当たり前でなくなる！？

日本の食料自給率は39％。世界の食料が不足する傾向にある中、
もっと自給率を高めることが必要です。ところが、ＴＰＰに参加する
ことで、反対に２７％にまで下がってしまいます。諸外国からいつ
でも食料が調達できるとは限りません。食料不足が起きればどの
国も自分の国を優先します。日本は、これ以上海外の食料に頼
るのではなく、自国で食料を増産することが、必要なのです。

医療
すべての人の命が

平等に扱われなくなる！？

私たちはみんなが平等に医療を受けられることを当たり前に思いま
すが、ＴＰＰへの参加により、ジェネリック医薬品の円滑な開発・
供給に支障が生じることが危惧されており、薬価が高騰するおそ
れがあるほか、公的保険のきかない「自由診療」の拡大により、
医療現場で所得による不平等が生じる恐れがあります。

ＩＳＤ
生命や財産を守るための規制が

訴訟の対象に！

ＴＰＰへの参加で問題視されているのが、このＩＳＤ条項です。海
外企業が規制緩和を求めてきても応じなければいい、なんて考え
をあっさり覆し、裁判を通じて強制的に認めさせることができてしま
います。ＴＰＰと内容が良く似た米韓ＦＴＡを締結した韓国では、こ
のＩＳＤ条項は「毒素条項」と呼ばれており、大規模な反対運動
が起こっています。

例えば私たちの身近でも

こんな問題が考えられます
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①栽培講習会では、部会員同士がその時期の生育状況を確認し、今後の管理につ
いて情報交換を図ります　②本格出荷を迎える前には「目ぞろえ会」を開き出荷
規格や品質について確認。同部会では「検査員」を担う部会員が、日々の出荷の
際も品質を厳しく確認しています　③同部会代表の播磨和宜部会長

西　瓜　部　会

県
内
一
の
生
産
量
を
誇
る

当
Ｊ
Ａ
産
ス
イ
カ

　
シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
と
し
た
食
感
と
、
ジ
ュ
ー

シ
ー
な
甘
さ
が
特
徴
の
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
産

ス
イ
カ
。
全
国
的
に
見
て
も
、
夏
場
の
ス
イ
カ

は
秋
田
、
山
形
、
長
野
の
３
県
が
全
国
市
場
に

お
け
る
主
要
３
県
と
さ
れ
、
中
で
も
当
Ｊ
Ａ
産

は
、
秋
田
県
内
生
産
量
の
４
分
の
３
を
占
め
る

一
大
産
地
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
西
瓜
部
会
は
、
部
会
員

数
３
８
６
人
。
計
約
２
０
０
㌶
に
、「
あ
き
た

夏
丸
」
や
「
縞
無
双
Ｈ
」「
祭
ば
や
し
」「
銀
河
」

な
ど
、
大
玉
だ
け
で
も
10
品
種
以
上
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。

暑
い
夏
を
ス
イ
カ
で
乗
り
切
ろ
う
！

　
今
年
７
月
12
日
か
ら
始
ま
っ
た
大
玉
ス
イ
カ

の
出
荷
は
、
８
月
下
旬
頃
ま
で
。
今
年
度
は
出

荷
量
７
５
０
０
㌧
（
前
年
比
１
０
２
％
）、
販

売
額
12
億
円
（
同
）
を
目
指
し
、
さ
ら
な
る
産

地
拡
大
に
向
け
て
部
会
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
産
は
、
県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
関
東
や

関
西
な
ど
、
全
国
市
場
に
出
荷
し
て
お
り
、
そ

の
お
い
し
さ
に
は
全
国
に
フ
ァ
ン
が
存
在
！
今

年
は
、
春
先
の
低
温
や
着
果
時
期
の
水
不
足
な

ど
で
生
育
の
遅
れ
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
品

質
は
良
好
で
す
。

暑
い
夏
、
当
Ｊ
Ａ

産
の
ス
イ
カ
で
涼

を
と
り
な
が
ら
、

元
気
に
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

①高温による品質低下を防ぐため、部会では巡視会を実施して生育状況や今後の
栽培管理について情報交換を図っています　②目ぞろえ会では果実の大きさや熟
度などについて確認し、出荷規格の統一を図ります　③さらなる産地拡大を目指
す佐藤宗一部会長

夏
バ
テ
に
も
嬉
し
い
夏
野
菜
の
代
表
格

　
夏
野
菜
の
代
表
格
、
ト
マ
ト
。「
ト
マ
ト
が

赤
く
な
る
と
医
者
が
青
く
な
る
」
と
い
う
こ
と

わ
ざ
が
あ
る
ほ
ど
、
栄
養
価
の
高
い
野
菜
と
し

て
知
ら
れ
、
夏
の
暑
い
時
期
に
バ
テ
が
ち
な
身

体
に
も
嬉
し
い
食
材
の
一
つ
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
ト
マ
ト
部
会
は
、
部
会

員
数
68
人
。
ハ
ウ
ス
・
露
地
合
わ
せ
て
約
８
㌶

で
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
６
月
か
ら
10
月
に
か
け

て
、
主
力
品
種
「
桃
太
郎
な
つ
み
」「
桃
太
郎

エ
イ
ト
」
な
ど
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

高
温
対
策
の
強
化
で
高
品
質
安
定
生
産

　
果
肉
の
柔
ら
か
い
ト
マ
ト
は
、
高
温
を
最
も

嫌
う
野
菜
の
一
つ
。
昨
年
は
、
猛
暑
や
産
地
競

合
の
影
響
で
単
価
の
確
保
が
課
題
と
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
同
部
会
で
は
、
今
年
、
夏
場
の

畑
に
遮
光
剤
や
遮
光
フ
ィ
ル
ム
の
設
置
を
普
及

さ
せ
て
、
果
実
の
日
焼
け
防
止
を
図
る
ほ
か
、

園
地
の
巡
回
を
実
施
し
て
高
温
対
策
を
強
化
。

高
品
質
安
定
生
産
へ
の
取
り
組
み
の
強
化
で
、

今
年
度
は
出
荷
量
６
０
０
㌧
（
前
年
比
１
０

５
％
）、
販
売
額
２
億
円
（
同
１
３
２
％
）
を

目
指
し
ま
す
。

　
今
年
産
は
、
春
先
の
低
温
で
生
育
が
１
週
間

ほ
ど
遅
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
高
温
な
ど
に

よ
り
玉
伸
び
は
順
調
。
県
内
や
関
東
市
場
に
出

し
て
い
ま
す
の

で
、
当
Ｊ
Ａ
産

ト
マ
ト
で
お
い
し

く
栄
養
を
摂
り
ま

し
ょ
う
。

①栽培講習会は春採りと夏採りの両時期で実施。株の老朽化による出荷量減少を
防ぐため、新植・改植に取り組む農家への栽培講習会も行っています　②一日に
10cmも伸びるほど生長の早いアスパラガス。目ぞろえ会では出荷規格について
厳しく確認します　③部会をけん引する山石正廣部会長

アスパラ部会

夏
採
り
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
今
が
旬

　
コ
リ
コ
リ
と
し
た
食
感
と
優
し
い
甘
さ
が
魅

力
の
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
産
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
。

春
の
野
菜
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
よ
う
で
す

が
、
実
は
、
夏
採
り
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
旬
は
、

ま
さ
に
い
ま
。
一
年
の
中
で
は
５
月
か
ら
９
月

と
長
期
に
わ
た
っ
て
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
横
手
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
歴
史
が
深
く
、
旧

横
手
地
区
を
中
心
に
50
年
以
上
前
か
ら
産
地
化

に
向
け
た
生
産
拡
大
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
ア
ス
パ
ラ
部
会
は
、
部
会

員
数
１
９
８
人
。
計
約
60
㌶
に
栽
培
し
、
今
年

度
は
出
荷
量
２
０
０
㌧
（
前
年
比
１
１
３
％
）、

販
売
額
１
億
８
０
０
０
万
円
（
同
１
０
６
％
）

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

安
定
生
産
に
向
け
た
対
策
を
強
化

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
栽
培
は
、
他
の
野
菜
と
は

異
な
り
、
株
を
養
成
す
る
こ
と
で
、
植
え
付
け

か
ら
約
10
年
に
わ
た
っ
て
収
穫
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
の
基

と
な
る
株
が
老
朽
化
す
る
と
生
産
量
は
下
が
っ

て
し
ま
う
た
め
、
部
会
で
は
い
ま
、
老
朽
化
し

た
株
を
改
植
し
た
り
、
新
た
に
株
を
別
の
畑
に

植
え
つ
け
た
り
（
新
植
）
し
な
が
ら
、
安
定
生

産
に
向
け
た
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
産
は
、
持
ち
味
の
甘
み
が
の
っ
て
品
質

は
良
好
。
県
内
や
関
東
市
場
に
出
荷
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
当
Ｊ
Ａ
産

を
味
わ
っ
て
く

だ
さ
い
。

よ
こ
て
の〝
美
味
し
い
〞を
全
国
へ

Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
の
生
産
部
会
に
迫
る
！

横
手
市
と
美
郷
町
金
沢
地
区
を
管
轄
す
る
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
に
は
、
40
の
生
産
組
織
が
あ
り
、

お
よ
そ
５
０
０
０
人
が
農
畜
産
物
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。
同
じ
思
い
を
持
っ
た
農
家
同
士
が
集
ま
り
、

安
全
安
心
な
農
畜
産
物
を
生
産
す
る
Ｊ
Ａ
の
「
生
産
部
会
」
は
、
ま
さ
に
地
域
農
業
の
大
き
な
チ
カ
ラ
。

今
回
は
、
い
ま
が
一
番
お
い
し
い
旬
の
青
果
物
づ
く
り
に
励
む
、
３
つ
の
生
産
部
会
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①

②③

①

②③

①

②③

か
つし

ま
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そ
う

トマト部会
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づ
く
り
に
励
む
、
３
つ
の
生
産
部
会
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①

②③

①

②③

①

②③

か
つし

ま
む
そ
う

トマト部会
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「よい食宣言」リレー Vol.7

by JAグループ

「みんなのよい食プロジェクト」とは
ＪＡグループがすすめる、心と体を支える食の大切さ、
国産・地元産農畜産物の豊かさ、それを生み出す農業の価値を伝え、
国産・地元産農畜産物と日本の農業のファンになっていただこうと
いう運動です。日本の農業は、日本のチカラ。
ＪＡ秋田ふるさとも、このプロジェクトに取り組んでいます。

今朝、朝ごはんを食べましたか。また、食べるときは「いただきます」を言っていますか。
食べることは、私たちの毎日の活力となり、身体となり、そしていのちそのものとなります。
そう、食べることは、私たちの人生そのものです。
ＪＡ青年部では、食べること、そして食を作り出す農業についてもっと関心をもってもらうた
め、様々な「食農教育」活動を行っています。
たとえば、横手市内の小学生児童親子対象の「ふるさと農業体験」。夏と秋の年２回、地元の
生産者の田んぼや畑で泥んこになりながら農業体験をして、みんなで一緒になって地元の
ものをおいしくいただきます。また、昨年からは横手市全域の小中学校を対象に、地場産食
材100％使用の学校給食デー（年１回）への取り組みに協力。地元の生産者とともに食材を
提供し、地元産農畜産物のおいしさを味わってもらう取り組みを広げています。
地元産のおいしさを知り、農家とふれあい、そして食べることを大切にする―。
それはきっと、郷土愛と豊かな食生活を育みます。
地元の“おいしい”を入り口に、よい食のあり方について、一緒に考えてみませんか。

「よい食」の実践で、子供たちに明るい未来を！よい食宣言

JA秋田ふるさと青年部
部　長 柿﨑　和俊さん

vol.7

もっと食べたい！

お米レシピ
米粉・ごはんの「おいしい」レシピ

■材料（約20個分）
雲平粉（ゆべし粉）／220ｇ、山科粉／220ｇ、砂糖／400ｇ、
すりごま（黒）／40ｇ、卵黄（茹でたもの）／10個分、水／300㏄、
塩／ひとつまみ、片栗粉／少々
■作り方
①雲平粉、山科粉、砂糖、塩を混ぜて、丁寧に揉みこむ
②①に水を200㏄入れてこね、さらに数回に分けて水を足しながらこねる
③②の生地を半分にし、片方にすりごま、もう片方には茹でた卵黄を裏ごし
　したものを加えてよくこねる
④ラップの上で、それぞれの生地をめん棒で四角くのばす
⑤重ねて巻いたらすだれを使って巻いていき、落ち着かせる
⑥ラップをはずし、片栗粉でととのえたら完成！

もち粉の一種「雲平粉」や「山科粉」を使って作る
お手軽菓子です。火を使わずにできるので、
親子クッキングにも最適！

「雲平まき」
子どもたちに伝えたい、なつかしい味。
Menu

▼ＪＡ秋田ふるさとショートステイ「ほほえみ醍醐」で撮影
（左から）井上あゆみ（介護員）、小林千恵さん（ご利用者）、
西村卓也（介護員）

大切な家族のことだから

本気で考えよう介護
ＪＡ共済は今年４月から、介護保障のニーズに応えるために「介護共済」「一時払介護共済」を新設しました。
介護の際に必要となる経済的な負担に備えることで、その時への不安を少しずつ「安心」に変えていきましょう。

のこと。

年
、
公
的
介
護
保
険
制
度
に
お

け
る
要
介
護
認
定
者
の
数
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
と
く
に
農
村
部

の
高
齢
化
が
顕
著
で
あ
る
た
め
、Ｊ
Ａ

組
合
員
や
利
用
者
の
介
護
保
障
へ
の

ニ
ー
ズ
が
ま
す
ま
す
高
ま
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、
こ
う
し
た
ご
利
用

者
の
皆
さ
ま
の
介
護
保
障
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
に
、
被
共
済
者
の
方
が
要
介

護
状
態
に
な
っ
た
と
き
の
経
済
負
担
に

備
え
ら
れ
る
「
介
護
共
済
」
と
「
一
時

払
介
護
共
済
」
を
、
今
年
４
月
に
新
設

し
ま
し
た
。

　
介
護
共
済
お
よ
び
一
時
払
介
護
共
済

の
特
徴
は
、
主
に
３
つ
で
す
。

①
介
護
の
不
安
が
増
す
高
齢
期
に
も
保

障
切
れ
す
る
こ
と
が
な
い
一
生
涯
の

保
障
で
あ
る
こ
と

②
保
障
範
囲
は
、
公
的
介
護
保
険
制
度

に
お
け
る
「
要
介
護
２
」
以
上
で
、

幅
広
い
要
介
護
状
態
を
保
障
。
ま
た

Ｊ
Ａ
共
済
独
自
基
準
で
あ
る
所
定
の

「
重
度
要
介
護
状
態
」
も
保
障
し
て

お
り
、
公
的
介
護
保
険
制
度
の
認
定

が
受
け
ら
れ
な
い
人
で
も
保
障
の
対

象
と
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と

③
介
護
共
済
金
は
ま
と
ま
っ
た一
時
金
と

し
て
受
け
取
れ
る
の
で
、
要
介
護
状

態
と
な
っ
た
時
に
多
く
の
資
金
が
必

要
と
な
る
住
宅
改
修
の
初
期
費
用
や

毎
月
の
介
護
費
用
、
収
入
減
少
分
な

ど
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
「
共
済
金
年
金
支
払
特
約
」
の
付

加
に
よ
り
「
介
護
共
済
金
」
を
年
金

形
式
で
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
る

な
ど
が
特
徴
で
す
。

　
な
お
、「
介
護
共
済
」
と
「
一
時
払

介
護
共
済
」
の
保
障
内
容
の
違
い
は
、

後
者
は
「
介
護
共
済
金
の
お
受
け
取
り

が
な
く
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
場

合
に
『
死
亡
給
付
金
』（
一
時
払
共
済

掛
金
相
当
額
）
を
お
受
け
取
り
い
た
だ

け
る
」
と
い
う
点
で
す
。

　
介
護
は
も
う
少
し
先
と
お
考
え
の

方
も
、
そ
の
時
の
た
め
に
準
備
を
し
て

お
く
こ
と
は
大
切
で
す
。Ｊ
Ａ
の
介
護

共
済
を
活
用
し
な
が
ら
、
今
一
度
、
ご

家
族
の
介
護
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

近

▲各支店に詳しい説明書
をご用意しています

【「介護共済」「介護福祉」に関することは、お気軽にＪＡまでご相談ください】

●「介護共済」に関するお問い合わせ
　　ＪＡ各総合支店　共済担当　または　ＬＡ（ライフアドバイザー）まで
●ショートステイ・デイサービスなど「介護福祉」に関するお問い合わせ
　　ＪＡ秋田ふるさと福祉事業所　　横手市平鹿町醍醐字道中後28-1　℡　0182-56-0292

【推進資材番号】13056810044

う ん ぺ い

横手市十文字町
安藤　静子さん

黒ごまと卵黄の色鮮やかなコントラストが
美しい「雲平まき」。古くから冠婚葬祭用
菓子として親しまれてきた伝統菓子です。

この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては「重要事項説明書（契約概要）」を必ずご覧ください。
また、ご契約の際には「重要事項説明書（注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。
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読者プレゼント
ＪＡ秋田ふるさと直売の会「安心畑」生産者会員の畑で採れた夏野菜（２千円相当）の
詰め合わせを３名様にプレゼント！旬の夏野菜をはじめ、人気の加工品も詰め合わ
せ！何が入っているかはお楽しみです♪ふるってご応募ください！
ご希望の方は、はがきに
●住所、氏名、年齢、電話番号、職業
●「ＪＡ　ｎａｖｉ」の感想
●「農家さんへの応援メッセージ」

【あて先】
〒013-0036　横手市駅前町６－22
ＪＡ秋田ふるさと総務課　
「ＪＡ　ｎａｖｉ」プレゼント係
平成25年8月30日（金）当日消印有効

をご記入の上、下記までご応募下さい。

「JA navi」とは
JAは、皆さまの「食」と「農」を
つなぐ場所。当紙を通じて、生産
者と消費者の皆さんが手をつなぐ
ための「navigate（＝道案内）」
をしたい！という想いから2010
年９月に創刊となりました。
横手の農業を入り口に、いっしょ
に日本の農家・農業を応援してい
きましょう！

「みんなのよい食プロジェクト」
シンボル　笑味（えみ）ちゃん

＜ＪＡ秋田ふるさとコミュニティ誌　「JA navi 」vol.7　発行日：2013年８月 13日＞
秋田ふるさと農業協同組合  総務部　〒013-0036　横手市駅前町６番22号
ＴＥＬ　0182-35-2630（代表）　ＦＡＸ　0182-35-2701　http://www.akita-furusato.or.jp/JA秋田ふるさと

貯　め　る

借　り　る 借　り　る

ＪＡスマート
カードローン

JAバンクサマーキャンペーン
8月30日
（金）までこれ、い～JAん！貯ま～る

じゃ た

2013
定期貯金（１年もの）
特別金利

年 0.30％
対象となるのは新規にお預入れいただいた10万円以上の
１年もの定期貯金（自動継続）です（書換継続の場合は、
１口につき10％以上の増額が必要となります）。

定期貯金10万円以上
ご契約の方には

いずれかひとつを

プレゼント ！ プレゼント ！

ちょきんぎょ
トロピカルタンブラー（1個）

ちょきんぎょ
クールハンディ

定期貯金50万円以上
ご契約の方には

ミキハウス
ジャンボエコトートバッグ（１個）

ＪＡオートローン
カーライフのことならおまかせ！
ＪＡのオートローン。
快適なカーライフに
お役立てください。

横手市内にお住まいの方はＪＡの組合員に限らずご利用いただけます。
（なお、ご利用の際は、准組合員へのご加入が必要となります。）

いざという時の
「あんしん」の一枚。
計画的なお支払いで、
賢い選択を。
横手市内にお住まいの方はＪＡの組合員に限らずご利用いただけます。
（なお、ご利用の際は、准組合員へのご加入が必要となります。）

詳細はＪＡ秋田ふるさとのホームページをご覧いただくか、
各支店・出張所窓口までお気軽にお問合せください。 ふるさと　秋田 検索

PRESENT

※写真はイメージです。
実際の内容とは異なります。

PRESENT

※お届けは９月上
旬の予定です。
※当選は発送を
もってかえさせて
いただきます。
※個人情報はプレ
ゼントの発送以外
には使用しません。

※写真はイメージです。
実際の内容とは異なります。
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